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ごあいさつ 

                          一般財団法人滋賀陸上競技協会 

会長  野 村 昌 弘 

 

 秋冷の候 ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。平素は本協会に対しまして皆様方には多大なるご理

解とご協力を賜り感謝いたします。 

 さて 私儀去る令和5年6月10日第2回理事会におきまして奥村展三前会長の後を受け会長に選任されました。

はなはだ微力ではありますが。第 79回国民スポーツ大会（滋賀大会）の成功はもとより、滋賀県の陸上競技の発

展、振興に向け誠心誠意尽力してまいる所存でございます 

 ところで新型コロナウイルス感染症の影響も徐々に解消され各地で競技会が開催されており、今夏ハンガリー

のブタペストで開催されました世界陸上競技選手権大会では、女子やり投げの北口榛花選手＝JAL がみごと初優

勝しました。女子選手では五輪を含めトラック＆フィールドで優勝するのは史上初の快挙であり、日本選手の活

躍に喜んでいます。また、北海道で開催された全国インターハイでは、滋賀県の高校生が優勝を含めたくさんの

種目に入賞し、愛媛で開催された全国中学校陸上競技大会でも多数入賞しました。国スポに向けての競技力向上

の片りんを見せていただきました。 

 最後になりますが、10月には特別国体鹿児島大会、12月には全中駅伝大会、全国高校駅伝大会、6年1月には

都道府県対抗男子女子駅伝大会が開催されます。滋賀県、滋賀県出身の選手が、自分の為、滋賀の為大活躍して

いただくことを祈念し、あいさつといたします。 

 

【 強化委員会 】 

 2023年前半戦、多くの選手が、全国や世界の舞台で活躍を見せてくれました。 

まず、ワールドユニバーシティゲームズ競技大会（中国・成都市で開催）では、３選手が代表として選出され、

安原太陽選手（駒大）が5000mで 2位、北川星瑠選手（大阪芸大）がハーフマラソンで優勝、山本亜美選手（立

命館大）が400mHで5位と立派な成績を収められました。 

 山本亜美選手は第25回アジア陸上競技選手権大会（タイ・バンコク）の代表にも選出され、見事 3位入賞をさ

れました。この結果を踏まえ、ブダペスト 2023世界陸上競技選手権大会代表に選出され、初めてのシニアでの世

界大会代表となりました。また、この後 10月に開催されるアジア競技大会（中国・杭州）の代表にも決まってお

り、こちらの活躍も楽しみです。是非、メダルを獲得に向け頑張ってほしいと思います。皆様応援をお願いいた

します。 

 

ＳＨＩＧＡ 



＊山本亜美選手のコメント＊ 

世界の舞台で走り、今の自分では全く勝負することが出来なかったです。 

しかし、日本記録を出せるくらいの選手になれば、準決勝にも進出できるんだということがわかったので、 

「よし、頑張ろう！！」と思えました。もっと速く、強い選手になりたいと思えた大会でした。  

 

第107回日本陸上競技選手権大会では、林拓優選手（日体大大学院）が 200mで決勝進出、安達茉鈴選手（園田

学園女子大）が 400mで見事3位入賞などの活躍がありました。また、川北修斗選手（びわこ成蹊スポーツ大学）

が400mで関西IC初優勝、奥野由萌選手（甲南大学）が100mで2023日本ランキング7位の11”59の自己新記録

の走りを見せるなど、大学生の活躍も光る前半戦でした。中高生の全国での活躍もめざましいものがありました

ので、そちらの結果は中体連・高体連の結果でご覧ください。 

さて、『燃ゆる感動かごしま国体』に向け、始動しました。8月の理事会で承認された 29名の国体選手の中には

前述の選手、インターハイで活躍した選手が多数選出されています。8月16日に初めてのミーティングが行われ、

昨年に引き続き、遠藤選手・山中選手がキャプテンに任命され、引き締まった緊張感あるチームが結成されまし

た。昨年のとちぎ国体の結果を上回れるよう、選手・スタッフが一丸となり、精進して参ります。是非、多くの

ご声援をいただきますよう、お願い申し上げます。 

 

 

【 普及委員会 】 

■日清食品カップ 第39回滋賀県小学生陸上競技交流大会 

日時：令和5年（2023年）6月 25日（日） 場所：皇子山陸上競技場   参加者総エントリー数：529名  

結果及び全国大会滋賀県代表者 

 男子 女子 

5年100ｍ 西井惺哉（ランプロアスリートクラブ） 

13秒97/＋1.2 

西村寧音（守山陸上教室） 

14.68/+1.4 

6年100ｍ 中路遥万（守山陸上教室） 

12秒82/＋0.6 

金田彩暖（甲賀JAC） 

13秒68/+1.1 

コンバインドＡ 中川実法（守山陸上教室） 

80ｍＨ：13秒90/+0.5 

走高跳：1ｍ35 

山腰凛（栗東陸上教室） 

80ｍＨ：16秒32/+0.4 

走高跳：1ｍ10 

コンバインドＢ 西村桜雅（びわこ RUNNERSクラブ） 

走幅跳：4ｍ49/+1.0 

ジャベボール：42ｍ87 

北川千咲（SP KIMURA 走塾） 

走幅跳：3ｍ84/＋1.0 

ジャベボール：36ｍ41 

混合リレー びわこRUNNERSクラブ 54秒21 

佐々木健剛 岡みらい  

浅野匠海 増田みのり 

梶村天城 松井愛実 

 

 

 



湿度は高かったですが、雨も降らず良い天候

の中、スケジュール通り無事に終了しました。 

今年の日清食品カップ全国小学生陸上交流大会

は、9月17日（日）横浜日産スタジアムにて開

催されます。各選手、全国の舞台で自分の力が

出せるよう頑張っています。応援よろしくお願

いいたします。 

 

 

【 マスターズ 】 

■2023年度滋賀スポーツ・レクリエーション祭   マスターズ陸上競技大会 

滋賀マスターズスポレク祭が、6月4日（日）、東近江市総合運動公園布

引陸上競技場で開催されました。コロナ禍を経て、マスターズ選手 166名

及び小学生 137名が参加し、青空の下、熱戦が繰り広げられました。 

9時30分からの開始式では、小林会長の挨拶・三木審判長の競技注意事

項説明がありました。10時から競技が開始され、大会新記録が続出すると

いう選手たちの活躍ぶりでした。 

 今大会は、小学生指導員7名並びに関西学連学生 15名に審判員として活

動してもらうことで、スムーズな大会運営となり、盛り上がりを見せる中、

無事終了しました。 

 

■2023年度栄章授賞おめでとうございます 

＊勲功章  鮫澤知美  種子田諭 

＊功績章  丸山佳代 

＊日本記録章 谷口圭子（M65） 

５㎞ロード／24分56秒 

＊県記録章  男子35名 女子 16名 

＊（公社）日本マスターズ陸上競技連合表彰 

長期在籍者 

 ・30年連続表彰 小林優 松原千代 加古文子 

    村上富夫 田中弘明 田中新人 八代弘 

 ・20年連続表彰 目片幸三 伊神佐登美 掛谷亨 

 

■2023 滋賀マスターズ スペシャルデー 

7 月 26日（土）午後、希望が丘陸上競技場にて、「滋賀マスターズスペシャルデー」が実施されました。前半

は「新体力測定」が実施され、握力・上体起こしなど6項目の測定後、体力年齢などが記録された用紙が参加者

それぞれに配布されました。 

後半は、「合同練習会」、全体練習の後、短距離・中長距離・投擲・跳躍に分かれてのパート別練習、最後に全

員によるマイルリレーが実施されました。 



女子4×400mR第5位 

岩岸・西田・津本・石川 各選手（写真左から） 

【 中体連 】 

8月6日～7日、和歌山県紀三井寺公園陸上競技場にて、第 72回近畿中学校総合体育大会が行われました。滋

賀県勢は、男子 1年生 100ｍ、男子共通 110ｍH、男子共通四種競技、男子共通 4×100ｍＲ、女子 1年 100ｍの 5

種目で優勝、学校対抗得点（男子）においても彦根市立中央中学校が、滋賀県勢として実に 40年ぶりの優勝を果

たしました。 

また、8月22日～25日には、愛媛県総合運動公園陸上競技場（ニ

ンジニアスタジアム）において第 50回全日本中学校陸上競技選手

権大会が行われ、男子共通四種競技で長浜市立西中学校の北村澪

音選手が 2854点の滋賀県中学新記録で見事日本一に輝きました。

この種目では滋賀県初の優勝です。また、男子 4×100ｍＲにおい

て、立命館守山中学校チーム（河上桜輔選手、岩﨑航大選手、中

松英資選手、木山凌汰選手）が42″56で優勝チームと同タイム着

差ありで、2位に入賞しました。 

今後も秋のトラックシーズンや駅伝での活躍に期待しています。 

 

 

【 高体連 】 

今年度の全国IHは8月2日(水)～6日(日)、北海道の札幌市厚別公園競技場にて行われました。 

男子800mでは、落合晃選手(滋賀学園)が1’47”92の大会新記録および、近畿高

校新記録・滋賀県新記録の素晴らしいタイムで優勝し、男子やり投でも、渡辺宙

選手(草津東)が66m64の記録で見事優勝しました。また、落合選手は 1500mにお

いても 3’50”87の記録で6位入賞をしています。男子5000mWでは、西秋克海選

手(滋賀学園)が21’28”24の記録で 5位入賞を果たしました。女子 800mでは、

西田有里選手(草津東)が 2’06”59 の記録で 2 位入賞をしています。また、4×

400ｍRでは草津東高校が石川優空選手・岩岸楓選手・津本瑛夏選手・西田有里選

手のオーダーで 3’43”56の県新記録となる好タイムで滋賀県初の 5位入賞を果

たしました。他にも決勝や準決勝に進出を果たした選手も多く、10月13日～17日に行われる鹿児島特別国体で

の活躍も期待されますので、応援よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【編集後記】 

2025年の国スポに向けて、競技力も向上しています。 

彦根の陸上競技場（平和堂ＨＡＴＯスタジアム）での競技会も始まり試行錯誤しながら、素晴らしい結果が出

るよう滋賀陸協が一丸となって進めて参ります。ご支援、ご声援のほどよろしくお願いいたします。 

男子やり投第1位 渡邉選手 

男子800m第1位 落合選手 


